
４月４日、高永区（旭志）で「かかし作り」サ
ロンが開催されました。区の名物にしたいと、
ふれあいサロン、子ども会、ボランティアの男
性方によって、16体のかかしが完成。
さて、どこに「かかし」がいるかな
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収支予算

単位：千円

項　　　目

合　　　計

予 算 額

人件費支出

事業費支出

事務費支出

貸付事業支出

共同募金配分金事業費

助成金支出

固定資産取得支出

ﾌｧｲﾅﾝｽ・ﾘｰｽ債務の返済支出

積立資産支出

その他の支出

 354,439 

 62,638 

 69,863 

 200 

 1,670 

 6,464 

 20,593 

 1,298 

 1,719 

 9,011 

 527,895 

単位：千円

項　　　目

合　　　計

予 算 額

会費収入

寄付金収入

経常経費補助金収入

受託金収入

貸付事業収入

事業収入

負担金収入

介護保険事業収入

障害福祉サービス等事業収入

積立資産取崩収入

その他の収入

 5,190 

 11,000 

 63,859 

 102,641 

 209 

 20,734 

 13,859 

 232,747 

 35,201 

 39,620 

 2,835 

 527,895 

障害福祉サービス等
事業収入　7％

会費収入　1％その他の収入　0.9％

寄付金収入　2％

経常経費
補助金収入
12％

積立資産取崩収入
7％

 527,895 
収入の部

（単位：千円）

介護保険事業収入
44％

受託金収入
19％

人件費支出
67％

事業費支出
12％

事務費支出
13％

その他の支出
2％

助成金支出　1％

貸付事業支出　0.1％

積立資産支出　0.3％

ﾌｧｲﾅﾝｽ・ﾘｰｽ債務の返済支出　0.3％

負担金収入　3％

 527,895 
支出の部

（単位：千円）

１　

基
本
方
針

  

今
日
の
地
域
社
会
で
は
、
住
民
の
つ

な
が
り
の
希
薄
化
や
家
族
形
態
の
多

様
化
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
様
々
な

福
祉
課
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
国

に
お
い
て
は
、
支
え
る
側
・
支
え
ら

れ
る
側
を
超
え
た
「
地
域
共
生
社

会
」
の
構
想
が
示
さ
れ
、
そ
の
根
幹

と
も
い
え
る
住
民
が
地
域
の
課
題
を

共
有
し
、
解
決
に
向
か
お
う
と
す
る

「
我
が
事･

丸
ご
と
」
の
理
念
は
、
社

会
福
祉
協
議
会
が
今
日
ま
で
進
め
て

き
た
地
域
福
祉
の
推
進
と
大
い
に
重

な
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

一
方
、
菊
池
市
で
は
、
平
成
28
年

熊
本
地
震
か
ら
約
２
年
が
経
ち
、
復

興
へ
の
取
組
み
も
着
々
と
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
住
宅
再
建
等
に
よ
り

自
立
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い
る
方

も
お
ら
れ
る
一
方
で
、
重
層
的
な
生

活
課
題
を
抱
え
て
い
る
方
も
ま
だ
ま

だ
潜
在
し
、
そ
の
方
々
へ
の
生
活
再

建
に
向
け
た
支
援
の
継
続
は
不
可
欠

な
状
況
で
す
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏

ま
え
、
本
会
で
は
、
昨
年
度
菊
池
市

社
協
の
活
動
指
針
で
あ
る
「
発
展
・

強
化
計
画
」
の
中
間
評
価
の
結
果
を

踏
ま
え
て
、
中
長
期
的
な
経
営
戦
略

と
そ
の
施
策
、
計
画
内
容
等
の
見
直

し
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
地
域
住
民
と
と
も
に
進

め
て
き
た
小
地
域
福
祉
活
動
や
住
民

参
加
型
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
践

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
基
盤
と
し
な
が

ら
、
菊
池
市
を
は
じ
め
関
係
機
関
と

の
連
携
を
密
に
し
、
高
齢
者
の
み
な

ら
ず
地
域
に
暮
ら
す
全
て
の
人
々
を

対
象
と
し
た
住
民
主
体
の
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
「
地
域
共
生
社
会
」

の
構
築
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

と
な
る
べ
く
、
事
業
活
動
を
展
開
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
存
在
感
を
示
し

て
い
く
た
め
に
下
記
事
項
を
実
践
し

ま
す
。

①
組
織
並
び
に
職
員
体
制
を
整
え
、

多
様
化
す
る
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
の

開
発
や
提
供
に
努
め
ま
す
。

②
社
協
会
員
制
度
を
広
く
住
民
・
団

体
に
周
知
し
、
会
員
の
増
員
を
計

り
な
が
ら
、
積
極
的
な
自
主
財
源

の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
住
民
自
身
が
「
暮
ら
し
続
け
た
い

と
思
う
地
域
」
の
姿
を
目
指
し
、

専
門
職
・
専
門
機
関
や
菊
池
市
と

協
働
し
て
支
え
て
い
く
地
域
の
生

活
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

④
公
益
事
業
等
の
収
益
を
地
域
福
祉

に
生
か
す
観
点
か
ら
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
へ
の
影
響
を
分
析
し
、

今
後
の
事
業
戦
略
を
適
宜
検
討
し

ま
す
。

２　

重
点
目
標

⑴
第
３
期
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定

及
び
第
２
期
発
展
・
強
化
計
画
の

実
践
に
努
め
る
。

⑵
社
協
の
設
置
意
義
や
公
共
性
を
広

報
し
、
民
間
財
源
や
公
費
財
源
の

確
保
に
努
め
る
。

⑶
熊
本
地
震
の
被
災
者
に
対
す
る
支

援
も
含
め
た
相
談
支
援
体
制
の
強

化
に
努
め
る
。

⑷
菊
池
市
と
協
働
し
な
が
ら
、
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
へ
の
取
り
組

み
を
展
開
す
る
。

 
３　

事
業
実
施
事
項
（
部
門
別
施
策
）

（
１
）
法
人
運
営
部
門

　

今
日
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

に
あ
っ
て
、
社
協
の
使
命
を
遂
行

す
る
た
め
に
、
現
在
の
事
業
内
容

及
び
運
営
体
制
等
を
「
発
展
強
化

計
画
」
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
通

じ
て
明
確
に
示
し
、
将
来
あ
る
べ

き
姿
を
見
据
え
た
経
営
管
理
の
仕

組
み
の
整
備
及
び
人
材
育
成
や
人

員
確
保
ま
た
、
先
進
地
と
の
情
報

交
換
や
交
流
・
連
携
を
積
極
的
に

図
り
な
が
ら
、
経
営
体
質
強
化
と

安
定
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

（
２
）
地
域
福
祉
活
動
推
進
部
門

　

第
２
期
菊
池
市
地
域
福
祉
計

画
・
第
２
期
地
域
福
祉
活
動
計
画

の
評
価
検
証
を
踏
ま
え
て
、
第
３

期
菊
池
市
地
域
福
祉
計
画
・
第
３

期
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定
に

取
り
組
む
に
あ
た
り
、
地
域
住

民
・
行
政
・
福
祉
関
連
事
業
所
・

各
種
団
体
等
と
連
携
し
、
地
域
の

実
情
・
課
題
を
的
確
に
分
析
し
な

が
ら
、
地
域
福
祉
活
動
の
充
実
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

（
３
）
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
部
門

　

菊
池
市
及
び
菊
池
市
く
ら
し
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
県
社
協
、
行

政
、
民
生
委
員
、
法
的
有
資
格

者
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
他
機
関
と

の
連
携
の
強
化
を
図
り
、
生
活
課

題
の
多
様
化
・
複
合
化
に
対
す
る

総
合
的
な
対
応
に
つ
な
が
る
体
制

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
職
員
が
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見

直
し
及
び
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
４
）
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
門

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

地
域
支
援
事
業
の
中
に
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

平
成
30
年
度　
社
会
福
祉
法
人
菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画
・
収
支
予
算

平
成
30
年
度　
社
会
福
祉
法
人
菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画
・
収
支
予
算

（収 入）

（支 出）

（
以
下
「
総
合
事
業
」
）
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
菊
池
市
に
お

い
て
も
28
年
度
よ
り
事
業
が
移
行

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
菊
池
市
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
基
準

を
緩
和
し
た
サ
ー
ビ
ス
Ａ
の
通
所

型
と
訪
問
型
及
び
訪
問
型
Ｂ
の
住

民
参
加
型
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
複
雑
な
段
階
構

成
と
介
護
保
険
事
業
よ
り
単
価
は

低
く
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
の
一
翼
を
担
う
と
と
も

に
、
次
の
段
階
で
も
選
ば
れ
る
事

業
所
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
介
護
保
険
事
業
は
、
相

次
ぐ
法
改
正
や
報
酬
改
定
、
介
護

職
員
不
足
に
よ
り
こ
こ
数
年
収
入

は
下
降
気
味
と
な
り
、
社
協
の
経

営
を
支
え
る
事
業
と
し
て
の
力
は

弱
体
化
し
て
い
ま
す
が
、
他
事
業

所
が
取
り
組
み
に
く
い
困
難
ケ
ー

ス
等
へ
の
対
応
や
、
他
機
関
と
の

連
携
や
多
用
な
サ
ー
ビ
ス
と
繋
ぐ

事
の
で
き
る
事
業
所
と
し
て
、
意

義
の
あ
る
介
護
保
険
事
業
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

事業収入　4％

貸付事業収入
0.1％

共同募金配分金事業費
0.3％

固定資産取得支出　4％

事
業
計
画
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収支予算

単位：千円

項　　　目

合　　　計

予 算 額

人件費支出

事業費支出

事務費支出

貸付事業支出

共同募金配分金事業費

助成金支出

固定資産取得支出

ﾌｧｲﾅﾝｽ・ﾘｰｽ債務の返済支出

積立資産支出

その他の支出

 354,439 

 62,638 

 69,863 

 200 

 1,670 

 6,464 

 20,593 

 1,298 

 1,719 

 9,011 

 527,895 

単位：千円

項　　　目

合　　　計

予 算 額

会費収入

寄付金収入

経常経費補助金収入

受託金収入

貸付事業収入

事業収入

負担金収入

介護保険事業収入

障害福祉サービス等事業収入

積立資産取崩収入

その他の収入

 5,190 

 11,000 

 63,859 

 102,641 

 209 

 20,734 

 13,859 

 232,747 

 35,201 

 39,620 

 2,835 

 527,895 

障害福祉サービス等
事業収入　7％

会費収入　1％その他の収入　0.9％

寄付金収入　2％

経常経費
補助金収入
12％

積立資産取崩収入
7％

 527,895 
収入の部

（単位：千円）

介護保険事業収入
44％

受託金収入
19％

人件費支出
67％

事業費支出
12％

事務費支出
13％

その他の支出
2％

助成金支出　1％

貸付事業支出　0.1％

積立資産支出　0.3％

ﾌｧｲﾅﾝｽ・ﾘｰｽ債務の返済支出　0.3％

負担金収入　3％

 527,895 
支出の部

（単位：千円）
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が
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薄
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、
様
々
な

福
祉
課
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
国

に
お
い
て
は
、
支
え
る
側
・
支
え
ら

れ
る
側
を
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の
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が
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で
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の
推
進
と
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に
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る
も
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と
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え
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す
。
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、
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池
市
で
は
、
平
成
28
年
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本
地
震
か
ら
約
２
年
が
経
ち
、
復

興
へ
の
取
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み
も
着
々
と
進
め
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て
い
ま
す
が
、
住
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再
建
等
に
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に
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動
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る
方

も
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れ
る
一
方
で
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重
層
的
な
生

活
課
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を
抱
え
て
い
る
方
も
ま
だ
ま

だ
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在
し
、
そ
の
方
々
へ
の
生
活
再

建
に
向
け
た
支
援
の
継
続
は
不
可
欠

な
状
況
で
す
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏

ま
え
、
本
会
で
は
、
昨
年
度
菊
池
市
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の
活
動
指
針
で
あ
る
「
発
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強
化
計
画
」
の
中
間
評
価
の
結
果
を

踏
ま
え
て
、
中
長
期
的
な
経
営
戦
略

と
そ
の
施
策
、
計
画
内
容
等
の
見
直

し
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
地
域
住
民
と
と
も
に
進

め
て
き
た
小
地
域
福
祉
活
動
や
住
民

参
加
型
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
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実
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や
ネ
ッ
ト
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ク
を
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盤
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が

ら
、
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池
市
を
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機
関
と

の
連
携
を
密
に
し
、
高
齢
者
の
み
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ら
ず
地
域
に
暮
ら
す
全
て
の
人
々
を

対
象
と
し
た
住
民
主
体
の
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
「
地
域
共
生
社
会
」

の
構
築
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在

と
な
る
べ
く
、
事
業
活
動
を
展
開
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
存
在
感
を
示
し

て
い
く
た
め
に
下
記
事
項
を
実
践
し

ま
す
。

①
組
織
並
び
に
職
員
体
制
を
整
え
、

多
様
化
す
る
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
の

開
発
や
提
供
に
努
め
ま
す
。

②
社
協
会
員
制
度
を
広
く
住
民
・
団

体
に
周
知
し
、
会
員
の
増
員
を
計

り
な
が
ら
、
積
極
的
な
自
主
財
源

の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

③
住
民
自
身
が
「
暮
ら
し
続
け
た
い

と
思
う
地
域
」
の
姿
を
目
指
し
、

専
門
職
・
専
門
機
関
や
菊
池
市
と

協
働
し
て
支
え
て
い
く
地
域
の
生

活
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

④
公
益
事
業
等
の
収
益
を
地
域
福
祉

に
生
か
す
観
点
か
ら
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
へ
の
影
響
を
分
析
し
、

今
後
の
事
業
戦
略
を
適
宜
検
討
し

ま
す
。

２　

重
点
目
標

⑴
第
３
期
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定

及
び
第
２
期
発
展
・
強
化
計
画
の

実
践
に
努
め
る
。

⑵
社
協
の
設
置
意
義
や
公
共
性
を
広

報
し
、
民
間
財
源
や
公
費
財
源
の

確
保
に
努
め
る
。

⑶
熊
本
地
震
の
被
災
者
に
対
す
る
支

援
も
含
め
た
相
談
支
援
体
制
の
強

化
に
努
め
る
。

⑷
菊
池
市
と
協
働
し
な
が
ら
、
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
へ
の
取
り
組

み
を
展
開
す
る
。

 

３　

事
業
実
施
事
項
（
部
門
別
施
策
）

（
１
）
法
人
運
営
部
門

　

今
日
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中

に
あ
っ
て
、
社
協
の
使
命
を
遂
行

す
る
た
め
に
、
現
在
の
事
業
内
容

及
び
運
営
体
制
等
を
「
発
展
強
化

計
画
」
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
通

じ
て
明
確
に
示
し
、
将
来
あ
る
べ

き
姿
を
見
据
え
た
経
営
管
理
の
仕

組
み
の
整
備
及
び
人
材
育
成
や
人

員
確
保
ま
た
、
先
進
地
と
の
情
報

交
換
や
交
流
・
連
携
を
積
極
的
に

図
り
な
が
ら
、
経
営
体
質
強
化
と

安
定
経
営
を
目
指
し
ま
す
。

（
２
）
地
域
福
祉
活
動
推
進
部
門

　

第
２
期
菊
池
市
地
域
福
祉
計

画
・
第
２
期
地
域
福
祉
活
動
計
画

の
評
価
検
証
を
踏
ま
え
て
、
第
３

期
菊
池
市
地
域
福
祉
計
画
・
第
３

期
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定
に

取
り
組
む
に
あ
た
り
、
地
域
住

民
・
行
政
・
福
祉
関
連
事
業
所
・

各
種
団
体
等
と
連
携
し
、
地
域
の

実
情
・
課
題
を
的
確
に
分
析
し
な

が
ら
、
地
域
福
祉
活
動
の
充
実
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

（
３
）
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
部
門

　

菊
池
市
及
び
菊
池
市
く
ら
し
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
県
社
協
、
行

政
、
民
生
委
員
、
法
的
有
資
格

者
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
他
機
関
と

の
連
携
の
強
化
を
図
り
、
生
活
課

題
の
多
様
化
・
複
合
化
に
対
す
る

総
合
的
な
対
応
に
つ
な
が
る
体
制

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
職
員
が
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見

直
し
及
び
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
４
）
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
門

　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、

地
域
支
援
事
業
の
中
に
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

平
成
30
年
度　
社
会
福
祉
法
人
菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画
・
収
支
予
算

平
成
30
年
度　
社
会
福
祉
法
人
菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
計
画
・
収
支
予
算

（収 入）

（支 出）

（
以
下
「
総
合
事
業
」
）
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
菊
池
市
に
お

い
て
も
28
年
度
よ
り
事
業
が
移
行

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
菊
池
市
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
基
準

を
緩
和
し
た
サ
ー
ビ
ス
Ａ
の
通
所

型
と
訪
問
型
及
び
訪
問
型
Ｂ
の
住

民
参
加
型
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
複
雑
な
段
階
構

成
と
介
護
保
険
事
業
よ
り
単
価
は

低
く
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
の
一
翼
を
担
う
と
と
も

に
、
次
の
段
階
で
も
選
ば
れ
る
事

業
所
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
介
護
保
険
事
業
は
、
相

次
ぐ
法
改
正
や
報
酬
改
定
、
介
護

職
員
不
足
に
よ
り
こ
こ
数
年
収
入

は
下
降
気
味
と
な
り
、
社
協
の
経

営
を
支
え
る
事
業
と
し
て
の
力
は

弱
体
化
し
て
い
ま
す
が
、
他
事
業

所
が
取
り
組
み
に
く
い
困
難
ケ
ー

ス
等
へ
の
対
応
や
、
他
機
関
と
の

連
携
や
多
用
な
サ
ー
ビ
ス
と
繋
ぐ

事
の
で
き
る
事
業
所
と
し
て
、
意

義
の
あ
る
介
護
保
険
事
業
を
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

事業収入　4％

貸付事業収入
0.1％

共同募金配分金事業費
0.3％

固定資産取得支出　4％

事
業
計
画
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２
月
18
日
、
泗
水
ホ
ー
ル
に
て
「
平
成
29
年
度
菊
池
市
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
市

民
の
皆
様
に
地
域
福
祉
に
つ
い
て
理
解
・
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
地
区
で
の
地
域
福
祉

活
動
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
内
容
を
３
部
構
成
で
行
い
、
２
０
０
名
を
超
え
る
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ふ
く
し
劇
（
き
く
も
ん
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
出
演
）

　

菊
池
市
内
で
も
多
く
の
地
域
で
実
施
さ
れ
て
い
る
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
誰

も
が
気
軽
に
集
い
・
楽
し
む
場
）
を
舞
台
に
「
サ
ロ
ン
あ
る
あ
る
」
も
交
え

て
、
立
ち
上
げ
か
ら
運
営
・
サ
ロ
ン
活
動
を
演
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

身
近
な
内
容
や
課
題
で
、
来
場
者
の
心
を
が
っ
ち
り
キ
ャ
ッ
チ
。
普
段
、

意
識
す
る
と
負
担
に
感
じ
る
見
守
り
活
動
も
サ
ロ
ン
を
開
催
・
実
施
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
見
守
り
活
動
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
だ
く

キ
ッ
カ
ケ
に
!!

　

「
笑
い
」
と
「
感
動
」
と
、
今
回
は
「
気
づ
き
」
が
プ
ラ
ス
さ
れ
た
ふ
く

し
劇
。
多
く
の
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
か
ら
の
活
動
報
告

　

当
社
協
の
小
地
域
活
性
化
事
業
の
モ
デ
ル
を
平
成
22
年
度
に
受
け
ら
れ
た

清
水
区
（
七
城
）
の
村
上
聖
一
氏
と
、
平
成
24
年
度
に
受
け
ら
れ
た
上
住
吉

区
（
泗
水
）
の
上
田
公
子
氏
よ
り
地
区
で
の
活
動
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

清
水
区
は
災
害
を
想
定
し
た
防
災
の
視
点
か
ら
、
上
住
吉
区
は
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
の
視
点
か
ら
、
様
々
な
観
点
か
ら
の
地
域
見
守
り
活
動
に
繋
げ
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
他
の
地
区
で
も
す
ぐ
に
活
用
で
き
る
発
表
と
な
り

ま
し
た
。

特
別
講
演

　

「
地
域
か
ら
笑
い
を
発
信
」
を
演
題
に
、
く
ま
も
と
笑
い
ヨ
ガ
倶
楽
部
の

西
嶋
敏
氏
を
お
招
き
し
て
の
特
別
講
演
。

　

「
な
ぜ
、
笑
い
が
必
要
な
の
か
!?
」「
笑
い
が
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の

か
」
な
ど
、
講
師
の
体
験
談
も
踏
ま
え
た
話
や
、
笑
い
と
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
を

組
み
合
わ
せ
た
健
康
体
操
を
、
来
場
者
と
一
緒
に
体
験
!!
「
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
ー
!!

ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
ー
!!
」
と
会
場
内
が
、
大
き
な
笑
い
と
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
。

　

笑
う
こ
と
で
、
人
と
人
を
つ
な
ぎ
健
康
に
な
る
。
そ
し
て
、
気
分
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
等
「
笑
い
」
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
ご
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
つ
な
が
り
か
ら
見
守
り
活
動
へ

平
成
29
年
度
菊
池
市
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

平成29年度　菊池市地域の絆づくり・サロン交流大会平成29年度　菊池市地域の絆づくり・サロン交流大会
　３月15日、七城公民館にて「地域の絆づくり・サロン交流大会」を開催し、市内のサロン活動や地域づくりに取り
組んでいる90名程の方々にご参加いただきました。
　今回は、活動中の２地区から事例紹介をいただきました。栄町区（菊池）の区長緒方希八郎氏からは、地域にある
資源を活かし地区にある第２さくら幼楽園と協働して、サロンの「集う」という特徴と園の「開かれた拠点（ふれあ
いホール）」のかたちを組み合わせ、世代間交流会や企画を通して、老人クラブや地域の方々とも協力しながら、地
域の中でつながりの輪へと広がっているということでした。辺田区（七城）の地域福祉委員福嶋幸洋氏からは、地域
であがった声とともに熊本地震を振り返り安心できる居場所づくりをという思いから、自分達で出来る範囲で皆で話
し合いながら、市内で活躍されるボランティアの方々へも協力いただきながら活動をされているということでした。
　ディスクスポーツの横田真佐子氏からは、レクリエーションの中で、お互いを知る自己紹介を取り入れた内容で、
参加者同士が楽しみながら知り合えることができ、その後の意見交換会では、お互いの話を聞き入ることができまし
た。地域づくりや健康づくり、サロンの意義や実践者同士の日頃の悩み、地区毎の取り組みやアイデア等、今後の取
り組みや活動の大切さを知る機会の大会となりました。
　これからもサロン活動や講座・企画等を通して、地域で安心して活き活きと暮らしていけるよう支援していきます。

サロン（語らいの場）
立ち上げ助成金のご案内

対　　象　⑴すでに活動を開始している地域
　　　　　　で、これまでに立ち上げの支援
　　　　　　を受けていない活動
　　　　　⑵本年度に活動を開始、または開
　　　　　　始予定の活動
　　　　　⑶活動地区全ての人が参加可能
　　　　　　で、年6回以上定期的に実施する
　　　　　　活動
対象経費　⑴活動立ち上げのために必要な備
　　　　　　品等の購入費用
　　　　　⑵その他、当社協が特に必要と認
　　　　　　める経費
限 度 額　１団体　3万円以内
申請方法　別紙申請書に必要経費の見積書・

活動実施計画書・経費請求書を添
えて社協にご提出ください

決定について　申請書類等を審査の上、随時
　　　　　　　決定　※５団体まで

～地域福祉活動へ助成をします～
平成30年度

小地域活性化事業モデル地区募集
　誰もが安心して暮らせる地域づくり活動に取り組
まれる地区に助成を行います。

対　　象　地域福祉活動に取り組んでいる地区、
　　　　　又は取り組もうと考えている地区
　　　例①福祉組織づくりや福祉座談会の開催
　　　　②独居高齢者や通学路の見守り体制づくり
　　　　③地域サロン(語らいの場)活動
　　　　④福祉の視点を盛り込んだ行事の工夫等
助成金額　最高10万円（世帯数等で決定）
申請方法　所定の申請書に必要事項を記入の上、 　
　　　　　社協にご提出ください
申込締切　平成30年６月29日（金）
備　　考　菊池地域及び以前
　　　　　指定を受けた
　　　　　地区は対象外
　　　　　（既に助成を受け
　　　　　ているため）

　今年度、地域でサロン（語らいの場）活
動を立ち上げる地区を支援します。この機
会にあなたの地域でもサロン活動を始めて
みませんか？

未来型（先駆的）地域福祉推進助成
　菊池市社協では、下記の内容で行う地域福祉に関す
る事業について、助成を行います。

対　　象　菊池地域の行政区及び行政区の合議体が地
　　　　　区社協活動とは別に行う地域福祉推進を図
　　　　　ることを目的とした下記の事業
　　　①先駆的な高齢者福祉に関する事業
　　　②先駆的な障がい者福祉に関する事業
　　　③先駆的な母子福祉に関する事業
　　　④先駆的な乳幼児・児童等に関する事業
　　　⑤先駆的なボランティアに関する事業
　　　⑥先駆的な地域福祉活性化に関する事業
　　　⑦その他本事業に該当すると会長が認めた事業
　　　※（先駆的とは、コミュニティビジネス等につ
　　　　ながる事業で、助成金がなくなっても続けて
　　　　いけるような事業を指します）
助成金額　上限10万円の範囲で決定します
申請方法　所定の申込書・活動計画書に必要事項を記
　　　　　入の上、社協にご提出ください
申込締切　平成30年７月末日

ボランティア向け助成金情報
～みずほ教育福祉財団～

応募資格　地域において高齢者を主な対象として活動をして
　　　　　いるボランティアグループ
必要要件　以下の4つの要件全てを満たしていること
　　　　　①会員10～50人程度
　　　　　②活動実績2年以上
　　　　　③過去3年以内（平成27年度以降）に本助成を受
　　　　　　けていない
　　　　　④グループ名義の金融口座を持ち、規約、会計報
　　　　　　告書類がある
助成金額　上限10万円（1団体）
応募について　申込には社協の推薦が必要です。推薦につい

ては、５月16日（水）までに、必要要件に
関する資料等の情報提供と併せ、社協へご依
頼ください。財団への応募は、５月25日
（金）までに直接郵送して

　　　　　　　 ください。（必着）
※詳しくは、財団ホームページまで　
　http://www.mizuho-ewf.or.jp

「老後を豊かにする
　　　ボランティア活動資金助成事業」

平成30年度　第35回

本　所：25-5000　　七城支所：25-5010　　旭志支所：37-3708　　泗水支所：38-5382　
～お問い合わせ～
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２
月
18
日
、
泗
水
ホ
ー
ル
に
て
「
平
成
29
年
度
菊
池
市
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
市

民
の
皆
様
に
地
域
福
祉
に
つ
い
て
理
解
・
関
心
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
地
区
で
の
地
域
福
祉

活
動
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
内
容
を
３
部
構
成
で
行
い
、
２
０
０
名
を
超
え
る
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ふ
く
し
劇
（
き
く
も
ん
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
出
演
）

　

菊
池
市
内
で
も
多
く
の
地
域
で
実
施
さ
れ
て
い
る
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
誰

も
が
気
軽
に
集
い
・
楽
し
む
場
）
を
舞
台
に
「
サ
ロ
ン
あ
る
あ
る
」
も
交
え

て
、
立
ち
上
げ
か
ら
運
営
・
サ
ロ
ン
活
動
を
演
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

身
近
な
内
容
や
課
題
で
、
来
場
者
の
心
を
が
っ
ち
り
キ
ャ
ッ
チ
。
普
段
、

意
識
す
る
と
負
担
に
感
じ
る
見
守
り
活
動
も
サ
ロ
ン
を
開
催
・
実
施
す
る
こ

と
で
、
地
域
の
見
守
り
活
動
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
た
だ
く

キ
ッ
カ
ケ
に
!!

　

「
笑
い
」
と
「
感
動
」
と
、
今
回
は
「
気
づ
き
」
が
プ
ラ
ス
さ
れ
た
ふ
く

し
劇
。
多
く
の
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地
域
か
ら
の
活
動
報
告

　

当
社
協
の
小
地
域
活
性
化
事
業
の
モ
デ
ル
を
平
成
22
年
度
に
受
け
ら
れ
た

清
水
区
（
七
城
）
の
村
上
聖
一
氏
と
、
平
成
24
年
度
に
受
け
ら
れ
た
上
住
吉

区
（
泗
水
）
の
上
田
公
子
氏
よ
り
地
区
で
の
活
動
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

清
水
区
は
災
害
を
想
定
し
た
防
災
の
視
点
か
ら
、
上
住
吉
区
は
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
の
視
点
か
ら
、
様
々
な
観
点
か
ら
の
地
域
見
守
り
活
動
に
繋
げ
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
他
の
地
区
で
も
す
ぐ
に
活
用
で
き
る
発
表
と
な
り

ま
し
た
。

特
別
講
演

　

「
地
域
か
ら
笑
い
を
発
信
」
を
演
題
に
、
く
ま
も
と
笑
い
ヨ
ガ
倶
楽
部
の

西
嶋
敏
氏
を
お
招
き
し
て
の
特
別
講
演
。

　

「
な
ぜ
、
笑
い
が
必
要
な
の
か
!?
」「
笑
い
が
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の

か
」
な
ど
、
講
師
の
体
験
談
も
踏
ま
え
た
話
や
、
笑
い
と
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
を

組
み
合
わ
せ
た
健
康
体
操
を
、
来
場
者
と
一
緒
に
体
験
!!
「
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
ー
!!

ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
ー
!!
」
と
会
場
内
が
、
大
き
な
笑
い
と
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
。

　

笑
う
こ
と
で
、
人
と
人
を
つ
な
ぎ
健
康
に
な
る
。
そ
し
て
、
気
分
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
等
「
笑
い
」
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の
ご
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
つ
な
が
り
か
ら
見
守
り
活
動
へ

平
成
29
年
度
菊
池
市
地
域
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム

平成29年度　菊池市地域の絆づくり・サロン交流大会平成29年度　菊池市地域の絆づくり・サロン交流大会
　３月15日、七城公民館にて「地域の絆づくり・サロン交流大会」を開催し、市内のサロン活動や地域づくりに取り
組んでいる90名程の方々にご参加いただきました。
　今回は、活動中の２地区から事例紹介をいただきました。栄町区（菊池）の区長緒方希八郎氏からは、地域にある
資源を活かし地区にある第２さくら幼楽園と協働して、サロンの「集う」という特徴と園の「開かれた拠点（ふれあ
いホール）」のかたちを組み合わせ、世代間交流会や企画を通して、老人クラブや地域の方々とも協力しながら、地
域の中でつながりの輪へと広がっているということでした。辺田区（七城）の地域福祉委員福嶋幸洋氏からは、地域
であがった声とともに熊本地震を振り返り安心できる居場所づくりをという思いから、自分達で出来る範囲で皆で話
し合いながら、市内で活躍されるボランティアの方々へも協力いただきながら活動をされているということでした。
　ディスクスポーツの横田真佐子氏からは、レクリエーションの中で、お互いを知る自己紹介を取り入れた内容で、
参加者同士が楽しみながら知り合えることができ、その後の意見交換会では、お互いの話を聞き入ることができまし
た。地域づくりや健康づくり、サロンの意義や実践者同士の日頃の悩み、地区毎の取り組みやアイデア等、今後の取
り組みや活動の大切さを知る機会の大会となりました。
　これからもサロン活動や講座・企画等を通して、地域で安心して活き活きと暮らしていけるよう支援していきます。

サロン（語らいの場）
立ち上げ助成金のご案内

対　　象　⑴すでに活動を開始している地域
　　　　　　で、これまでに立ち上げの支援
　　　　　　を受けていない活動
　　　　　⑵本年度に活動を開始、または開
　　　　　　始予定の活動
　　　　　⑶活動地区全ての人が参加可能
　　　　　　で、年6回以上定期的に実施する
　　　　　　活動
対象経費　⑴活動立ち上げのために必要な備
　　　　　　品等の購入費用
　　　　　⑵その他、当社協が特に必要と認
　　　　　　める経費
限 度 額　１団体　3万円以内
申請方法　別紙申請書に必要経費の見積書・

活動実施計画書・経費請求書を添
えて社協にご提出ください

決定について　申請書類等を審査の上、随時
　　　　　　　決定　※５団体まで

～地域福祉活動へ助成をします～
平成30年度

小地域活性化事業モデル地区募集
　誰もが安心して暮らせる地域づくり活動に取り組
まれる地区に助成を行います。

対　　象　地域福祉活動に取り組んでいる地区、
　　　　　又は取り組もうと考えている地区
　　　例①福祉組織づくりや福祉座談会の開催
　　　　②独居高齢者や通学路の見守り体制づくり
　　　　③地域サロン(語らいの場)活動
　　　　④福祉の視点を盛り込んだ行事の工夫等
助成金額　最高10万円（世帯数等で決定）
申請方法　所定の申請書に必要事項を記入の上、 　
　　　　　社協にご提出ください
申込締切　平成30年６月29日（金）
備　　考　菊池地域及び以前
　　　　　指定を受けた
　　　　　地区は対象外
　　　　　（既に助成を受け
　　　　　ているため）

　今年度、地域でサロン（語らいの場）活
動を立ち上げる地区を支援します。この機
会にあなたの地域でもサロン活動を始めて
みませんか？

未来型（先駆的）地域福祉推進助成
　菊池市社協では、下記の内容で行う地域福祉に関す
る事業について、助成を行います。

対　　象　菊池地域の行政区及び行政区の合議体が地
　　　　　区社協活動とは別に行う地域福祉推進を図
　　　　　ることを目的とした下記の事業
　　　①先駆的な高齢者福祉に関する事業
　　　②先駆的な障がい者福祉に関する事業
　　　③先駆的な母子福祉に関する事業
　　　④先駆的な乳幼児・児童等に関する事業
　　　⑤先駆的なボランティアに関する事業
　　　⑥先駆的な地域福祉活性化に関する事業
　　　⑦その他本事業に該当すると会長が認めた事業
　　　※（先駆的とは、コミュニティビジネス等につ
　　　　ながる事業で、助成金がなくなっても続けて
　　　　いけるような事業を指します）
助成金額　上限10万円の範囲で決定します
申請方法　所定の申込書・活動計画書に必要事項を記
　　　　　入の上、社協にご提出ください
申込締切　平成30年７月末日

ボランティア向け助成金情報
～みずほ教育福祉財団～

応募資格　地域において高齢者を主な対象として活動をして
　　　　　いるボランティアグループ
必要要件　以下の4つの要件全てを満たしていること
　　　　　①会員10～50人程度
　　　　　②活動実績2年以上
　　　　　③過去3年以内（平成27年度以降）に本助成を受
　　　　　　けていない
　　　　　④グループ名義の金融口座を持ち、規約、会計報
　　　　　　告書類がある
助成金額　上限10万円（1団体）
応募について　申込には社協の推薦が必要です。推薦につい

ては、５月16日（水）までに、必要要件に
関する資料等の情報提供と併せ、社協へご依
頼ください。財団への応募は、５月25日
（金）までに直接郵送して

　　　　　　　 ください。（必着）
※詳しくは、財団ホームページまで　
　http://www.mizuho-ewf.or.jp

「老後を豊かにする
　　　ボランティア活動資金助成事業」

平成30年度　第35回

本　所：25-5000　　七城支所：25-5010　　旭志支所：37-3708　　泗水支所：38-5382　
～お問い合わせ～
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　ついに10周年！立町区（菊池）は、サロン活動を取り
組み始めて、10年を迎えられました。地域の方々の理解
を得て、現在はよっこい処（旧店舗）を活動の場として、
月２回活動されています。15名の方々が、「体操やレク
リエーションでの介護予防も大事だが、何より、みんなで
顔を合わせて、話をするのが一番！」と笑顔で活動中。「月に１回じゃ、やっぱり顔合わせにもならない。
会って話をするだけでもいいんだ」と回を重ねてきたそうです。新聞をみんなで読み、気になる出来事や
記事について、意見を言ったりしながら、世の中の動きも見ているとのこと。今回はちょっとだけ特別に、
菊池老人福祉センターで開催。初めてするレクリエーションも「おもしろか～」と大盛り上がり。昼食も
いつもより、ちょっとだけ豪華にしてお祝いとしました。「この次は15周年ですか」と尋ねると、「その前
に200回記念が待っとる」と。
　無理をせず１回１回を大切に、これからも回を重ねていかれます。

～立町サロン10周年～

地域のチカラ地域のチカラ

～突撃訪問！ボランティアさんみぃつけた！～

ボランティアセンターより団体紹介

今回は、十六夜会（代表：小川真知子さん）のみなさんをご紹介します。

Ｑ：どのような団体ですか？
Ａ：私たちは、日舞で福祉施設等を訪問し、交流活動しているグループです。平成11年に発足し現在は
会員十数名で楽しく活動をしています。定期的に訪問をしている施設が６カ所以上あり、他にも地域
サロンや老人会、イベント等の依頼があれば喜んで出向いています。

Ｑ：会のネーミングが素敵ですね。どんな意味が込められていますか？
Ａ：ありがとうございます。「満月」もきれいですが、「十六夜」月は少し遅れて輝き、気持ちに安らぎ
を覚えることから、踊りでひとときを楽しんで頂けたらとの名前です。

Ｑ：「十六夜会」の魅力は何ですか？
Ａ：踊りのあと、少しの時間ですが、施設のご利用者のみなさんと「握手」などをさせて頂きます。「今日
は楽しかった」「またきてね！」「感激した」と涙ながら
に感謝されることも多く、ボランティアをやってよ
かったと喜びを感じます。

Ｑ：最後に一言お願いします。
Ａ：私たちのモットーは、「踊る喜び」「見る喜び」「見せ
る喜び」この３つの喜びです。私たちの踊りを見てい
ただき、ひとりでも多くの方が、少しでも元気になら
れたらとの思いで活動を続けていきたいと思います。

　笑顔がボランティア活動のエネルギーと言われる「十六夜会」のみなさん、泗水地域福祉センターでの
活動後、取材に応じていただきありがとうございました。
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十六夜会
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い ざ よ い

島崎康代氏

初春のつどい

3月10日、子育てサポートセンター会員と
つどいの広場による合同交流会を開催しま
した。今回は、座・まりあによる人形劇と
からだを使った遊びで、楽しい交流会とな
りました。



　ついに10周年！立町区（菊池）は、サロン活動を取り
組み始めて、10年を迎えられました。地域の方々の理解
を得て、現在はよっこい処（旧店舗）を活動の場として、
月２回活動されています。15名の方々が、「体操やレク
リエーションでの介護予防も大事だが、何より、みんなで
顔を合わせて、話をするのが一番！」と笑顔で活動中。「月に１回じゃ、やっぱり顔合わせにもならない。
会って話をするだけでもいいんだ」と回を重ねてきたそうです。新聞をみんなで読み、気になる出来事や
記事について、意見を言ったりしながら、世の中の動きも見ているとのこと。今回はちょっとだけ特別に、
菊池老人福祉センターで開催。初めてするレクリエーションも「おもしろか～」と大盛り上がり。昼食も
いつもより、ちょっとだけ豪華にしてお祝いとしました。「この次は15周年ですか」と尋ねると、「その前
に200回記念が待っとる」と。
　無理をせず１回１回を大切に、これからも回を重ねていかれます。

～立町サロン10周年～

地域のチカラ地域のチカラ

～突撃訪問！ボランティアさんみぃつけた！～

ボランティアセンターより団体紹介

今回は、十六夜会（代表：小川真知子さん）のみなさんをご紹介します。

Ｑ：どのような団体ですか？
Ａ：私たちは、日舞で福祉施設等を訪問し、交流活動しているグループです。平成11年に発足し現在は
会員十数名で楽しく活動をしています。定期的に訪問をしている施設が６カ所以上あり、他にも地域
サロンや老人会、イベント等の依頼があれば喜んで出向いています。

Ｑ：会のネーミングが素敵ですね。どんな意味が込められていますか？
Ａ：ありがとうございます。「満月」もきれいですが、「十六夜」月は少し遅れて輝き、気持ちに安らぎ
を覚えることから、踊りでひとときを楽しんで頂けたらとの名前です。

Ｑ：「十六夜会」の魅力は何ですか？
Ａ：踊りのあと、少しの時間ですが、施設のご利用者のみなさんと「握手」などをさせて頂きます。「今日
は楽しかった」「またきてね！」「感激した」と涙ながら
に感謝されることも多く、ボランティアをやってよ
かったと喜びを感じます。

Ｑ：最後に一言お願いします。
Ａ：私たちのモットーは、「踊る喜び」「見る喜び」「見せ
る喜び」この３つの喜びです。私たちの踊りを見てい
ただき、ひとりでも多くの方が、少しでも元気になら
れたらとの思いで活動を続けていきたいと思います。

　笑顔がボランティア活動のエネルギーと言われる「十六夜会」のみなさん、泗水地域福祉センターでの
活動後、取材に応じていただきありがとうございました。
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3月10日、子育てサポートセンター会員と
つどいの広場による合同交流会を開催しま
した。今回は、座・まりあによる人形劇と
からだを使った遊びで、楽しい交流会とな
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サロンレクリエーション講習会
日　　時　平成30年５月24日（木）　　午後1時30分～午後3時30分
場　　所　菊池老人福祉センター　大広間（住所：菊池市隈府432-1）
対　　象　地域でサロン活動をしている方、これからサロン活動をしようとお考えの方、定年前後の方、
　　　　　ボランティア活動や健康増進に興味・関心のある方
参加人数　50名程度
参 加 費　無料　※要申し込み（お茶等は各自用意）。別途で入浴される場合、有料
用意する物　タオル1枚
備　　考　今年度の開催日程は、7月・9月・11月・1月の第4木曜日を予定しています。
　　　　　多くのご参加お待ちしております。

8
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Information ～情報・お知らせ～

●つどいの広場、いつも利用させていただき、すごく助かっています。（Kさん33歳）
●学校で赤い羽根募金をしました。一人一人の募金は少なくても、みんなが募金すれば、たくさんあつま
るんだなと、びっくりしました。（Oさん10歳）

●今年はサロンのお手伝いを頼まれたので、前号掲載の地域のチカラ、川辺サロンが勉強になりました。
（Hさん71歳）

読者の声

クイズ社協クイズ社協クイズ社協 回答していただいた方の中から、抽選で5名の方に
1,000円分の図書カードをプレゼントします。

ヒントは今号の
どこかにあるよ！Q 日舞で施設を訪問し交流活動を続けておられるボランティアグループの名前は何でしょう？

「○○○○」

応募方法 クイズの答えと、住所・氏名・年齢をハガキにご記入の上、菊池市社協「クイズ社協」係
（〒861-1331菊池市隈府888）までお寄せください。社協だよりの感想やご意見などもぜひお聞
かせください。

締め切り 平成30年5月31日（木）当日消印有効 ※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます

前号の答えは「7,487,969円」でした。
たくさんのご応募ありがとうございました。

本　所：25-5000　七城支所：25-5010　旭志支所：37-3708　泗水支所：38-5382

菊池市共同募金会
●福祉事業
　申請対象　平成31年度に事業を行う団体
　　　　　　・社会福祉法人　・保育所
　　　　　　・県域を単位とする福祉団体
　　　　　　・NPO法人・ボランティア団体
　対象事業　①備品整備　②車両購入　③事業活動
　配分限度額　総事業費の４分の３以内
　　　　　　①200万円以内　②50万円以内

●地域から孤立をなくす活動支援事業
社会的孤立の解消に向けた活動や事業に対して募
集を行います。
(例)生活困窮者世帯の見守り活動、子ども食堂 等

　配分限度額　50万円以内

　 市民の皆さんからのあたたかい募金を活用し、平成31年度に事業等を行う団体を募集いたします。

赤い羽根共同募金助成金のお知らせ

熊本県共同募金会
●福祉事業
　申請対象　菊池市内で、福祉活動をされて　
　　　　　　いる団体等
　対象内容　活動事業費　
　申請希望　下記まで、ご連絡ください。

後日、開催予定の説明会の日程等
をお伝えいたします。
説明会時に、申請書等を配付。
その後、申請書の提出。

お詫びと訂正
　社協だより（№67）３月号の５ページに掲載いたしました赤い羽根共同募金運動の報告において、法人募金
（菊池地域）の協力団体名に誤りがありました。
　お詫びして訂正いたします。正しくは、次のとおりです。　　　誤）柿本石材工所　　正）柿塚石材工所

締め切り：平成30年５月31日（木）
全ての申請・問合せ先：
　　菊池市共同募金委員会事務局
　　（菊池市社会福祉協議会内）25－5000


